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経 済 産 業 省

○ 国 土 交 通 省 令 第 七 十 二 号

環 境 省

都 市 の 低 炭 素 化 の 促 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 四 年 法 律 第 八 十 四 号 ） 第 五 十 四 条 第 一 項 第 一 号 の 規

定 に 基 づ き 、 建 築 物 の エ ネ ル ギ ー の 使 用 の 効 率 性 そ の 他 の 性 能 に 関 す る 建 築 物 に 係 る エ ネ ル ギ ー の 使
経

用 の 合 理 化 の 一 層 の 促 進 そ の 他 の 建 築 物 の 低 炭 素 化 の 促 進 の た め に 誘 導 す べ き 基 準 （ 平 成 二 十 四 年 国
環

済 産 業 省

土 交 通 省 告 示 第 百 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

境 省
令 和 元 年 十 一 月 十 五 日

経 済 産 業 大 臣 梶 山 弘 志

国 土 交 通 大 臣 赤 羽 一 嘉

環 境 大 臣 小 泉 進 次 郎

次 の 表 に よ り 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 を こ れ に 順 次 対 応 す る 改 正 後 欄 に 掲 げ る

規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 の よ う に 改 め 、 改 正 前 欄 及 び 改 正 後 欄 に 対 応 し て 掲 げ る そ の 標 記 部 分 に 二 重
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傍 線 を 付 し た 規 定 は 、 当 該 規 定 を 改 正 後 欄 に 掲 げ る も の の よ う に 改 め る 。
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改 正 後 改 正 前

Ⅰ建築物に係るエネルギの使用の合理化の一層の促進のために誘導Ⅰ建築物に係るエネルギの使用の合理化の一層の促進のために誘導． ー ． ー

すべき基準 すべき基準

住宅以外の用途のみに供する建築物（以下「非住宅建築物」という住宅以外の用途のみに供する建築物（以下「非住宅建築物」という

）の建築主等は第１に住宅の建築主等は第２に住宅の用途及び）の建築主等は第１に住宅の建築主等は第２に住宅の用途及び。 、 、 。 、 、

住宅以外の用途に供する建築物（以下「複合建築物」という）の建住宅以外の用途に供する建築物（以下「複合建築物」という）の建。 。

築主等は第３にそれぞれ適合する措置を講ずるものとする 築主等は第３にそれぞれ適合する措置を講ずるものとする、 。 、 。

第１（略） 第１（略）

第２住宅に係る判断の基準 第２住宅に係る判断の基準

住宅の建築主等は次の１及び２に適合する措置を講ずるものとす住宅の建築主等は次の１及び２に適合する措置を講ずるものとす、 、

る る。 。

１外壁窓等を通しての熱の損失の防止に関する基準 １外壁窓等を通しての熱の損失の防止に関する基準、 、

１―１・１―２（略） １―１・１―２（略）

１―３外皮平均熱貫流率等の基準 １―３外皮平均熱貫流率等の基準

単位住戸が（１）に定める地域区分に応じた外皮平均熱貫流 単位住戸が（１）に定める地域区分に応じた外皮平均熱貫流、 、

率（内外の温度差１度当たりの総熱損失量（換気による熱損失を率（内外の温度差１度当たりの総熱損失量（換気による熱損失を

除く）を外皮等（外気等（外気又は外気に通じる床裏小屋裏除く）を外皮等（外気等（外気又は外気に通じる床裏小屋裏。 、 。 、

天井裏等をいう）に接する天井（小屋裏又は天井裏が外気に 天井裏等をいう）に接する天井（小屋裏又は天井裏が外気に、 。 、 。

通じていない場合には屋根） 壁床及び開口部共同住宅に通じていない場合には屋根） 壁床及び開口部共同住宅に、 、 、 、 、 、 、 、

おける隣接する住戸又は共用部に接する部分等をいう以下同じおける隣接する住戸又は共用部に接する部分等をいう以下同じ。 。

）の面積の合計で除した値をいう以下同じ）の基準及び（ ）面積の合計で除した値をいう以下同じ）の基準及び（２。 。 。 。 。 。

２）に定める地域区分に応じた冷房期の平均日射熱取得率（入射 ）に定める地域区分に応じた冷房期の平均日射熱取得率（入射す

する日射量に対する室内に侵入する日射量の割合を外皮等面積でる日射量に対する室内に侵入する日射量の割合を外皮等面積で平

平均した値をいう以下同じ）の基準に適合するようにするも均した値をいう以下同じ）の基準に適合するようにするもの。 。 。 。

のとする とする。 。

（１） （略） （１） （略）

（２） 地域区分に応じた冷房期の平均日射熱取得率の基準 （２） 地域区分に応じた冷房期の平均日射熱取得率の基準

イにより算出される冷房期の平均日射熱取得率が別表第４ イにより算出される冷房期の平均日射熱取得率が別表第４、 、
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に掲げる地域区分に応じ次の表に掲げる基準値以下であるこ に掲げる地域区分に応じ次の表に掲げる基準値以下であるこ、 、

と と。 。

別表第４１２３４５６７８ 別表第４１２３４５６７８

に掲げる に掲げる

地域区分 地域区分

基準値 ― ― ― ― 3.0 2.8 2.7 6.7 基準値 ― ― ― ― 3.0 2.8 2.7 3.2

イ（略） イ（略）

１―４１―７（略） １―４１―７（略）～ ～

２一次エネルギ消費量に関する基準 ２一次エネルギ消費量に関する基準ー ー

２―１（略） ２―１（略）

２―２基準一次エネルギ消費量の算定方法 ２―２基準一次エネルギ消費量の算定方法ー ー

住宅の基準一次エネルギ消費量は単位住戸の基準一次エネ 住宅の基準一次エネルギ消費量は単位住戸の基準一次エネー 、 ー 、

ルギ消費量については（１）に定める方法共同住宅等全体のルギ消費量については（１）に定める方法共同住宅等全体のー 、 ー 、

基準一次エネルギ消費量については（２）に定める方法による基準一次エネルギ消費量については（２）に定める方法によるー ー

ものとする ものとする。 。

（１） 単位住戸の基準一次エネルギ消費量EST （単位１年 （１） 単位住戸の基準一次エネルギ消費量EST （単位１年ー ー

につきギガジュル）は次の式により算出するものとし小 につきギガジュル）は次の式により算出するものとし小ー 、 、 ー 、 、

数点第二位を切り上げた数値とする（ （２）で用いる場合を除 数点第二位を切り上げた数値とする（ （２）で用いる場合を除

く） く）。 。 。 。

EST ＝ ｛ （ESH ＋ESC ＋ESV ＋ESL ＋ESW ）×0.9 ＋EM ｝×10
-3

EST ＝ ｛ （ESH ＋ESC ＋ESV ＋ESL ＋ESW ）×0.9 ＋EM ｝×10
-3

この式においてESH ESC ESV ESL ESW及びEMはそれぞれ この式においてESH ESC ESV ESL ESW及びEMはそれぞれ、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

次の数値を表すものとする 次の数値を表すものとする。 。

ESH ：暖房設備の基準一次エネルギ消費量（単位１年に ESH ：暖房設備の基準一次エネルギ消費量（単位１年にー ー

つきメガジュル） つきメガジュル）ー ー

ESC ：冷房設備の基準一次エネルギ消費量（単位１年に ESC ：冷房設備の基準一次エネルギ消費量（単位１年にー ー

つきメガジュル） つきメガジュル）ー ー

ESV ：機械換気設備の基準一次エネルギ消費量（単位１ ESV ：機械換気設備の基準一次エネルギ消費量（単位１ー ー

年につきメガジュル） 年につきメガジュル）ー ー

ESL ：照明設備の基準一次エネルギ消費量（単位１年に ESL ：照明設備の基準一次エネルギ消費量（単位１年にー ー

つきメガジュル） つきメガジュル）ー ー
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ESW ：給湯設備の基準一次エネルギ消費量（単位１年に ESW ：給湯設備の基準一次エネルギ消費量（単位１年にー ー

つきメガジュル） つきメガジュル）ー ー

EM ：その他一次エネルギ消費量（単位１年につきメガジ EM ：その他一次エネルギ消費量（単位１年につきメガジー ー

ュル） ュル）ー ー

イESHは次の（イ）から（ヘ）までに定める方法によるも イESHは次の（イ）から（ヘ）までに定める方法によるも、 、

のとする のとする。 。
（イ） （ニ） （略） （イ） （ニ） （略）～ ～

（ホ） 暖房負荷は①から④までに掲げる事項を勘案する （ホ） 暖房負荷は①から④までに掲げる事項を勘案する、 、

ものとする ものとする。 。

①暖房負荷の算出においては住宅の種別及び別表第４ ①暖房負荷の算出においては住宅の種別及び別表第４、 、

に掲げる地域区分に応じ外皮平均熱貫流率及び暖房期 に掲げる地域区分に応じ外皮平均熱貫流率及び暖房期、 、

の平均日射熱取得率として次の表に掲げる値を用いるこ の平均日射熱取得率として次の表に掲げる値を用いるこ

ととする ととする。 。

住 別表第４に掲げる地域区分 住 別表第４に掲げる地域区分

宅１２３４５６７８ 宅１２３４５６７８

の の

種 種

別 別

外一0.4 0.4 0.5 0.7 0.8 0.8 0.8 3.3 外一0.4 0.4 0.5 0.7 0.8 0.8 0.8 2.1

皮戸6 6 6 5 7 7 7 2 皮戸6 6 6 5 7 7 7 4

平建 平建

均て 均て

熱の 熱の

貫住 貫住

流宅 流宅

率 率

（共0.4 0.4 0.4 0.6 0.7 0,7 0.7 1.7 （共0.4 0.4 0.4 0.6 0.7 0,7 0.7 1.6

単同1 1 4 9 5 5 5 3 単同1 1 4 9 5 5 5 7

位住 位住

宅 宅
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１等 １等

平 平

方 方

メ メ

ー ー

ト ト

ル ル

１ １

度 度

に に

つ つ

き き

ワ ワ

ッ ッ

ト ト

） ）

暖一2.5 2.3 2.7 3.7 4.5 4.3 4.6 ― 暖一2.5 2.3 2.7 3.7 4.5 4.3 4.6 ―

房戸 房戸

期建 期建

のて のて

平の 平の

均住 均住

日宅 日宅

射 射

熱共1.5 1.3 1.5 1.8 2.1 2.0 2.1 ― 熱共1.5 1.3 1.5 1.8 2.1 2.0 2.1 ―

取同 取同

得住 得住

率宅 率宅

等 等

②④（略） ②④（略）～ ～
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（ヘ） （略） （ヘ） （略）

ロESCは次の(イ)から(ヘ)までに定める方法によるものと ロESCは次の(イ)から(ヘ)までに定める方法によるものと、 、

する する。 。

（イ） （ニ） （略） （イ） （ニ） （略）～ ～

（ホ） 冷房負荷は①から④までに掲げる事項を勘案する （ホ） 冷房負荷は①から④までに掲げる事項を勘案する、 、

ものとする ものとする。 。

①冷房負荷の算出においては住宅の種別及び別表第４ ①冷房負荷の算出においては住宅の種別及び別表第４、 、

に掲げる地域区分に応じ外皮平均熱貫流率及び冷房期 に掲げる地域区分に応じ外皮平均熱貫流率及び冷房期、 、

の平均日射熱取得率として次の表に掲げる値を用いるこ の平均日射熱取得率として次の表に掲げる値を用いるこ

ととする ととする。 。

住 別表第４に掲げる地域区分 住 別表第４に掲げる地域区分

宅１２３４５６７８ 宅１２３４５６７８

の の

種 種

別 別

外一0.4 0.4 0.5 0.7 0.8 0.8 0.8 3.3 外一0.4 0.4 0.5 0.7 0.8 0.8 0.8 2.1

皮戸6 6 6 5 7 7 7 2 皮戸6 6 6 5 7 7 7 4

平建 平建

均て 均て

熱の 熱の

貫住 貫住

流宅 流宅

率共0.4 0.4 0.4 0.6 0.7 0,7 0.7 1.7 率共0.4 0.4 0.4 0.6 0.7 0,7 0.7 1.6

（同1 1 4 9 5 5 5 3 （同1 1 4 9 5 5 5 7

単住 単住

位宅 位宅

等 等

１ １

平 平

方 方
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メ メ

ー ー

ト ト

ル ル

１ １

度 度

に に

つ つ

き き

ワ ワ

ッ ッ

ト ト

） ）

冷一1.9 1.9 2.0 2.7 3.0 2.8 2.7 6.7 冷一1.9 1.9 2.0 2.7 3.0 2.8 2.7 3.2

房戸 房戸

期建 期建

のて のて

平の 平の

均住 均住

日宅 日宅

射共1.1 1.1 1.1 1.4 1.5 1.4 1.3 2.8 射共1.1 1.1 1.1 1.4 1.5 1.4 1.3 2.4

熱同 熱同

取住 取住

得宅 得宅

率等 率等

②④（略） ②④（略）～ ～

（ヘ） （略） （ヘ） （略）

ハヘ（略） ハヘ（略）～ ～

（２） 共同住宅等全体の基準一次エネルギ消費量EST,all （単 （２） 共同住宅等全体の基準一次エネルギ消費量EST,all （単ー ー

位１年につきギガジュル）は次のイ又はロに掲げる式に 位１年につきギガジュル）は次の式により算出するものー 、 ー 、
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より算出するものとし小数点第二位を切り上げた数値とする とし小数点第二位を切り上げた数値とする、 、 。

。

イ

（２）においてEST,i Esac Esv Esl Esw Esev及びnは この式においてEST,i Esac Esv Esl Esw Esev及びnはそ、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

それぞれ次の数値を表すものとする れぞれ次の数値を表すものとする。 。

EST,i ：住戸iの基準一次エネルギ消費量（単位１年に EST,i ：住戸iの基準一次エネルギ消費量（単位１年につー ー

つきメガジュル） きメガジュル）ー ー

Esac ：共用部の空気調和設備の基準一次エネルギ消費量 Esac ：共用部の空気調和設備の基準一次エネルギ消費量（ー ー

（単位１年につきメガジュル） 単位１年につきメガジュル）ー ー

Esv ：共用部の機械換気設備の基準一次エネルギ消費量 Esv ：共用部の機械換気設備の基準一次エネルギ消費量（ー ー

（単位１年につきメガジュル） 単位１年につきメガジュル）ー ー

Esl ：共用部の照明設備の基準一次エネルギ消費量（単 Esl ：共用部の照明設備の基準一次エネルギ消費量（単位ー ー

位１年につきメガジュル） １年につきメガジュル）ー ー

Esw ：共用部の給湯設備の基準一次エネルギ消費量（単 Esw ：共用部の給湯設備の基準一次エネルギ消費量（単位ー ー

位１年につきメガジュル） １年につきメガジュル）ー ー

Esev ：共用部の昇降機の基準一次エネルギ消費量（単位 Esev ：共用部の昇降機の基準一次エネルギ消費量（単位ー ー

１年につきメガジュル） １年につきメガジュル）ー ー

n ：当該共同住宅等全体における単位住戸数 n ：当該共同住宅等全体における単位住戸数

（イ） Esacは次の式により算出するものとする イEsacは次の式により算出するものとする、 。 、 。

この式においてαsac,i Ai及びnはそれぞれ次の数値 この式においてαsac,i Ai及びnはそれぞれ次の数値を、 、 、 、 、 、

を表すものとする 表すものとする。 。

αsac,i ：空気調和対象室ｉの室用途及び別表第４に掲げ αsac,i ：空気調和対象室ｉの室用途及び別表第４に掲げる

る地域区分ごとに次の表に掲げる係数（次の表 地域区分ごとに次の表に掲げる係数（次の表に該

に該当する用途がない場合にあっては別表第３ 当する用途がない場合にあっては別表第３に掲げ

に掲げる係数） （単位１平方メトル１年に る係数） （単位１平方メトル１年につきメガー ー

つきメガジュル） ジュル）ー ー

Ai ：空気調和対象室ｉの床面積の合計（単位平方メ Ai ：空気調和対象室ｉの床面積の合計（単位平方メー
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トル） トル）ー

n ：当該共同住宅等全体における空気調和対象室の数 n ：当該共同住宅等全体における空気調和対象室の数

室 別表第４に掲げる地域区分 室 別表第４に掲げる地域区分

用１２３４５６７８ 用１２３４５６７８

途 途

ロ1198 1215 1064 1093 1142 1166 1114 1223 ロ1198 1215 1064 1093 1142 1166 1114 1223

ビ ビ

ー ー

管431 428 366 386 394 440 418 520 管431 428 366 386 394 440 418 520

理 理

人 人

室 室

集576 549 452 453 451 478 472 538 集576 549 452 453 451 478 472 538

会 会

室 室

内937 973 705 745 801 829 858 799 内937 973 705 745 801 829 858 799

廊 廊

下 下

（ロ） Esvは次の式により算出するものとする ロEsvは次の式により算出するものとする、 。 、 。

この式においてαsv,i At,i及びnはそれぞれ次の数 この式においてαsv,i At,i及びnはそれぞれ次の数値、 、 、 、 、 、

値を表すものとする を表すものとする。 。

αsv,i ：空気調和対象室を除く機械換気対象室ｉの室用 αsv,i ：空気調和対象室を除く機械換気対象室ｉの室用途

途ごとに次の表に掲げる係数（次の表に該当する ごとに次の表に掲げる係数（次の表に該当する用途

用途がない場合にあっては別表第３に掲げる係数 がない場合にあっては別表第３に掲げる係数） （単

） （単位１平方メトル１年につきメガジュ 位１平方メトル１年につきメガジュル）ー ー ー ー

ル

At,i ：空気調和対象室を除く機械換気対象室ｉの床面積 At,i ：空気調和対象室を除く機械換気対象室ｉの床面積の
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の合計（単位平方メトル） 合計（単位平方メトル）ー ー

n ：当該共同住宅等全体における次の表の用途の室の n ：当該共同住宅等全体における次の表の用途の室のう

うち空気調和対象室以外の室数 ち空気調和対象室以外の室数

室用途 αsv,i 室用途 αsv,i

機械室 712 機械室 712

電気室 1425 電気室 1425

屋内駐車場 997 屋内駐車場 997

廃棄物保管場所等 2137 廃棄物保管場所等 2137

（ハ） Eslは次の式により算出するものとする ハEslは次の式により算出するものとする、 。 、 。

この式においてαsl,i At,i及びnはそれぞれ次の数 この式においてαsl,i At,i及びnはそれぞれ次の数値、 、 、 、 、 、

値を表すものとする を表すものとする。 。

αsl,i ：照明対象室ｉの室用途ごとに次の表に掲げる係 αsl,i ：照明対象室ｉの室用途ごとに次の表に掲げる係数

数（次の表に該当する用途がない場合にあっては （次の表に該当する用途がない場合にあっては別表

別表第３に掲げる係数） （単位１平方メトル 第３に掲げる係数） （単位１平方メトル１年にー ー

１年につきメガジュル） つきメガジュル）ー ー

At,i ：照明対象室ｉの床面積の合計（単位平方メ At,i ：照明対象室ｉの床面積の合計（単位平方メトー ー

トル） ル）

n ：当該共同住宅等全体における照明対象室の数 n ：当該共同住宅等全体における照明対象室の数

室用途 αsl,i 室用途 αsl,i

ロビ 1026 ロビ 1026ー ー

管理人室 369 管理人室 369

集会室 113 集会室 113

屋内廊下 513 屋内廊下 513

屋外廊下 256 屋外廊下 256

機械室 10 機械室 10

電気室 10 電気室 10

屋内駐車場 308 屋内駐車場 308
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廃棄物保管場所等 308 廃棄物保管場所等 308

（ニ） Eswは次の式により算出するものとする ニEswは次の式により算出するものとする、 。 、 。

この式においてαsw,i At,i及びnはそれぞれ次の数 この式においてαsw,i At,i及びnはそれぞれ次の数値、 、 、 、 、 、

値を表すものとする を表すものとする。 。

αsw,i ：給湯対象室ｉの室用途及び別表第４に掲げる地 αsw,i ：給湯対象室ｉの室用途及び別表第４に掲げる地域

域区分ごとに次の表に掲げる係数（次の表に該当 区分ごとに次の表に掲げる係数（次の表に該当する

する用途がない場合にあっては別表第３に掲げる 用途がない場合にあっては別表第３に掲げる係数）

係数） （単位１平方メトル１年につきメガジ （単位１平方メトル１年につきメガジュル）ー ー ー

ュル）ー

At,i ：給湯対象室ｉの床面積の合計（単位平方メト At,i ：給湯対象室ｉの床面積の合計（単位平方メトルー ー

ル） ）

n ：当該共同住宅等全体における給湯対象室の数 n ：当該共同住宅等全体における給湯対象室の数

室用途 別表第４に掲げる地域区分 室用途 別表第４に掲げる地域区分

１２３４５６７８ １２３４５６７８

管理人室25 24 23 22 21 19 17 14 管理人室25 24 23 22 21 19 17 14

集会室97 95 89 87 83 75 69 56 集会室97 95 89 87 83 75 69 56

（ホ） Esevは次の式により算出するものとする ホEsevは次の式により算出するものとする、 。 、 。

この式においてLev,i Vev,i Fst Tev,i Mev,i Nev,i及びn この式においてLev,i Vev,i Fst Tev,i Mev,i Nev,i及びnは、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

はそれぞれ次の数値を表すものとする それぞれ次の数値を表すものとする、 。 、 。

Lev,i ：昇降機系統ｉに属する昇降機の積載質量（単位 Lev,i ：昇降機系統ｉに属する昇降機の積載質量（単位キ

キログラム） ログラム）

Vev,i ：昇降機系統ｉに属する昇降機の定格速度（単位 Vev,i ：昇降機系統ｉに属する昇降機の定格速度（単位１

１分につきメトル） 分につきメトル）ー ー

Fst ：基準設定速度制御係数（１／４０） Fst ：基準設定速度制御係数（１／４０）

Tev,i ：昇降機系統ｉの昇降機年間運転時間（単位時間 Tev,i ：昇降機系統ｉの昇降機年間運転時間（単位時間）

）
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Mev,i ：昇降機系統ｉの輸送能力係数（単位無次元） Mev,i ：昇降機系統ｉの輸送能力係数（単位無次元）

Nev,i ：昇降機系統ｉに属する昇降機の台数（単位台） Nev,i ：昇降機系統ｉに属する昇降機の台数（単位台）

n ：当該共同住宅等全体における昇降機の対象系統数 n ：当該共同住宅等全体における昇降機の対象系統数

ロ

２―３設計一次エネルギ消費量の算定方法 ２―３設計一次エネルギ消費量の算定方法ー ー

住宅の設計一次エネルギ消費量は単位住戸の設計一次エネ 住宅の設計一次エネルギ消費量は単位住戸の設計一次エネー 、 ー 、

ルギ消費量については（１）に定める方法共同住宅等全体のルギ消費量については（１）に定める方法共同住宅等全体のー 、 ー 、

設計一次エネルギ消費量については（２）に定める方法による設計一次エネルギ消費量については（２）に定める方法によるー ー

ものとする ものとする。 。

（１） （略） （１） （略）

（２） 共同住宅等全体の設計一次エネルギ消費量については （２） 共同住宅等全体の設計一次エネルギ消費量についてはー ー

次のイ又はロに掲げる共同住宅等の区分に応じそれぞれに （１）により算出した各単位住戸の設計一次エネルギ消費、 、 、 ー

定めるとおりとする 量の合計に共用部の設計一次エネルギ消費量を加算するも。 、 ー

イ基準一次エネルギ消費量について２―２（２）イに定め のとする共用部の設計一次エネルギ消費量は第１の２―ー 。 ー 、

る方法により算出した共同住宅等（１）により算出した各 ３に定める方法を用いるものとする。

単位住戸の設計一次エネルギ消費量の合計に第１の２―ー 、

３により算出した共用部の設計一次エネルギ消費量を加算ー

した数値

ロ基準一次エネルギ消費量について２―２（２）ロに定めー

る方法により算出した共同住宅等（１）により算出した各

単位住戸の設計一次エネルギ消費量を合計した数値ー
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別表第４ 別表第４
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附 則

( 施 行 期 日)

第 一 条 こ の 告 示 は 、 令 和 元 年 十 一 月 十 六 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 規 定 は 、 令 和

二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

一 Ⅰ の 第 ２ の １ の １ ― ３ （ ２ ） の 改 正 規 定

二 Ⅰ の 第 ２ の ２ の ２ ― ２ （ １ ） イ( ホ) ① 及 び ロ( ホ) ① の 改 正 規 定

( 経 過 措 置)

第 二 条 こ の 告 示 に よ る 改 正 後 の 建 築 物 に 係 る エ ネ ル ギ ー の 使 用 の 合 理 化 の 一 層 の 促 進 そ の 他 の 建 築

物 の 低 炭 素 化 の 促 進 の た め に 誘 導 す べ き 基 準 別 表 第 ４ に 掲 げ る 地 域 区 分 の 適 用 に つ い て は 、 令 和 三

年 三 月 三 十 一 日 ま で は 、 な お 従 前 の 例 に よ る こ と が で き る 。

２ 令 和 三 年 四 月 一 日 以 後 に 都 市 の 低 炭 素 化 の 促 進 に 関 す る 法 律 （ 次 項 に お い て 「 法 」 と い う 。 ） 第

五 十 五 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 低 炭 素 建 築 物 新 築 等 計 画 （ こ の 告 示 に よ る 改 正 前 の 建 築 物 に 係 る エ ネ

ル ギ ー の 使 用 の 合 理 化 の 一 層 の 促 進 そ の 他 の 建 築 物 の 低 炭 素 化 の 促 進 の た め に 誘 導 す べ き 基 準 別 表

第 ４ に 掲 げ る 地 域 区 分 （ 以 下 こ の 項 及 び 次 項 に お い て 「 旧 地 域 区 分 」 と い う 。 ） を 適 用 し 、 同 日 前

に 同 法 第 五 十 四 条 第 一 項 の 認 定 を 受 け た も の に 限 る 。 ） の 変 更 を す る 場 合 に お け る 屋 内 周 囲 空 間 の

年 間 熱 負 荷 、 基 準 一 次 エ ネ ル ギ ー 消 費 量 、 設 計 一 次 エ ネ ル ギ ー 消 費 量 、 外 皮 平 均 熱 貫 流 率 及 び 冷 房
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期 の 平 均 日 射 熱 取 得 率 の 算 出 に つ い て は 、 旧 地 域 区 分 を 適 用 す る こ と が で き る 。

３ 令 和 三 年 四 月 一 日 に 現 に 存 す る 建 築 物 の 増 築 、 改 築 、 修 繕 若 し く は 模 様 替 又 は 建 築 物 へ の 空 気 調

和 設 備 等 （ 法 第 五 十 三 条 第 一 項 に 規 定 す る 空 気 調 和 設 備 等 を い う 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） の

設 置 若 し く は 建 築 物 に 設 け た 空 気 調 和 設 備 等 の 改 修 を す る 場 合 に お け る 屋 内 周 囲 空 間 の 年 間 熱 負 荷

、 基 準 一 次 エ ネ ル ギ ー 消 費 量 、 設 計 一 次 エ ネ ル ギ ー 消 費 量 、 外 皮 平 均 熱 貫 流 率 及 び 冷 房 期 の 平 均 日

射 熱 取 得 率 の 算 出 に つ い て は 、 旧 地 域 区 分 を 適 用 す る こ と が で き る 。
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